
 
             
はじめに  
 
感染性微生物を殺菌・消毒することで感染

予防対策を担う消毒薬は、特に医療関連施設

では多くの場面で利用され、医療従事者にとっ

て身近な存在となっています。しかし国内にお

いて、塩素系に分類される消毒薬または除

菌・洗浄剤(以下、塩素系製剤)の選択肢が豊

富になっており、利用場面ごとの製剤選択が

煩雑になってきています。また塩素系製剤は

有毒な塩素ガスや金属腐食性によるサビが発

生する可能性があり、使用時は慎重に適用を

考慮する必要があります。 
以下、国内で使用される塩素系製剤の特性お

よび注意点と製剤選択について述べます。 
 
次亜塩素酸ナトリウム 
 
 次亜塩素酸ナトリウムの殺菌活性は pH 依

存的です。殺菌活性が高い次亜塩素酸

(HClO)は水溶液中の pH を 5～6 付近に調整

した場合に最も濃度が高くなりますが、酸性側

では塩素ガス(Cl2)が発生しやすいため、アル

カリ側に調整された次亜塩素酸ナトリウムが

市販されています。医薬品として承認された製

剤以外にも食品添加物や病院用などと表示さ

れた製品が流通していますが、使用時に記載

された成分濃度が保証されているのは医薬品

規格の製剤のみとされます 1)。そのため医療

施設内で医療機器や器具などを消毒する場合

には医薬品規格の製剤を選択することが推奨

されますが 1)、保管時の注意点として 6%や

10%など高濃度の次亜塩素酸ナトリウム製剤

(医療用医薬品)はその安定性から冷所(15℃
以下)保存すること 2)、および濃度に係らず遮

光することなどが挙げられます 3)。 
 次亜塩素酸ナトリウムは蛋白などの有機物

と反応して食塩(NaCl)となるため低残留性で

あり 4)、哺乳びんなど使用時に有機物に触れ

る器具は次回使用時まで浸漬消毒しておき、

使用時には液切りのみを行い使用可能ですが

4)、使用時に有機物と触れない器具は水洗す

るか、または使用前に確実に乾燥させること

が必要です。 
 血液や体液による環境汚染時や消毒薬に抵

抗性の高い微生物であるノロウイルス

(Norovirus)やクロストリジウム・ディフィシル

(Clostridium difficile)などのアウトブレイク時

の環境消毒には次亜塩素酸ナトリウムの適用

がエビデンスの集積した使用方法として挙げ

られますが 5)6)7)8)、金属腐食性によるサビ

や含浸させるペーパータオルによる不活性化

9)、さらに塩素ガスの発生の危険性もあるた

め、環境衛生においては血液汚染があった箇

所のみなど、小範囲の使用にとどめることが

推奨されます 10)。 
 
ジクロルイソシアヌール酸ナトリウム 
 
 ジクロルイソシアヌール酸ナトリウムは粉状、

顆粒状、または錠剤など固形の製剤であり、

通常は水に溶解させて使用します。次亜塩素

酸ナトリウムよりも有機物による不活性化の影

響を受けにくいことが報告されており、また室

温で保存可能な安定性が特徴として挙げられ

ます 11)。欧米では医療機関においても食器、

リネン、および環境などの消毒に使用されてい

ますが、国内では一般用医薬品としてのみ承

認されており、適応としてプール水の消毒、プ

ールの足腰洗槽水の消毒に承認されている製

剤と、哺乳びん・乳首の消毒に承認されている

製剤があります 12)。その他、適応外の使用

方法として、大量の血液や体液で汚染された

床に顆粒剤を直接散布する方法も挙げられて

いますが 5)13)、本使用法はもっぱら血液や
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体液を包み込んで凝固し、汚染の拡散を防ぐ

という効果を期待したものであり、成分の不活

性化が生じやすいことに留意が必要です。 
 
二酸化塩素 
 
二酸化塩素は殺芽胞効果を有する強力な

酸化剤であり 14)15)、一般的にガス状または

液状で使用されます。英国では液状で経鼻内

視鏡や軟性膀胱鏡などに高水準消毒薬として

使用されていますが 16)17)、米国 FDA は高

水準消毒薬として認可していません。また日本

においても医薬品としては承認されておらず、

雑品として市販されています 18)。国内では主

にパルプの漂白や除菌用品などとして使用さ

れ、除菌の評価として空間・室内における低濃

度二酸化塩素ガスの微生物低減効果が報告

されておりますが 19)20)、一方で、ラットを用

いた実験では 25ppm(70mg/m3)以上の二酸

化塩素ガスによる眼や呼吸器系粘膜の刺激

によって眼漏や肺気腫、肺水腫が生じたとさ

れることから 21)、ヒト居住空間における使用

については今後の長期安全性の報告が待た

れます。 
 
ペルオキソ一硫酸水素カリウム配合剤 
 
 ペルオキソ一硫酸水素カリウム配合剤は近

年国内に導入された改良型塩素系の環境除

菌・洗浄剤であり、塩素臭がほとんどなく、金

属腐食性など素材に対する影響が少ないとさ

れています。製剤は粉末状で使用前に水に溶

解し、主にワイプなどに含浸させて使用します。

日本では薬事上の承認を受けていない雑品と

して市販されていますが、米国の環境保護庁

(Environmental Protection Agency；EPA)で
は消毒薬に抵抗性の強いノロウイルスをはじ

め、MRSA や VRE、B 型・C 型肝炎ウイルス

などにも適用可能な製剤として複数のリストに

登録されています 22）。また EPA ではクロス

トリジウム・ディフィシル芽胞を対象とした製剤

リストに登録されておりませんが、in vitro 試験

においてクロストリジウム・ディフィシル芽胞の

低減効果が報告されています 23）。CDC ガイ

ドラインでは患者ケア区域のノンクリティカル

表面の洗浄と消毒は標準予防策の一部として

おり、環境処置には EPA 登録した消毒薬また

は洗浄/消毒薬が選択されるべきとしています

6）。一方、国内では透析領域のガイドラインお

よび歯科領域のマニュアルにおける環境表面

の清掃・消毒の項においてペルオキソ一硫酸

水素カリウムに関する記述がなされ、使用が

推奨されてきています 24)25)。本記述や上述

の製剤特性を加味して考慮すると、医療施設

における日常的な環境清掃時に広く適用可能

であり、血液による汚染が生じやすい環境に

おいても適用が推奨される製剤であると思わ

れます。ただし本製剤は除菌・洗浄剤であり、

次亜塩素酸ナトリウムを用いるべき器具消毒

の代用にはならないことに注意が必要です。 
 
まとめ 
 
塩素系製剤は広い抗微生物スペクトラムを

有する次亜塩素酸(HClO)を主な有効成分とし

ており、強力な抗微生物効果が期待できる一

方で、製剤特性や用途、使用方法は大きく異

なります。不適切な使用は有害となる可能性

もあるため、それぞれの製剤の特徴をよく理解

し、利用場面ごとに適応などを考慮し、適切な

製剤を選択することが肝要です。 
 
＜参考文献＞ 
1）日本医事新報．次亜塩素酸ナトリウムの使用法．
No.4014;2001. 
2)今村理佐，窪田佳代子，上谷幸男，他．富山県にお

ける次亜塩素酸ナトリウム製剤の使用実態およびそ

の安定性に関する検討．日病薬誌 2009;45:89-92. 
3) Rutala WA, Cole EC, Thomann CA, et al.：
Stability and Bactericidal Activity of Chlorine 
Solution. Infect Control Hosp Epidemiol 
1998;19:323-327.[PubMed] 
4)尾家重治．シチュエーションに応じた消毒薬の選び

方・使い方．じほう，東京，2014. 
5) 小林寬伊編集．新版 消毒と滅菌のガイドライン．

へるす出版，東京，2011. 
6）Siegel JD, Rhinehart E, Jackson M, et al.：2007 
Guideline for Isolation Precautions: Preventing 
Transmission of Infectious Agents in Health Care 
Settings. Am J Infect Control 2007;35:S65-
S164.[Full text] 
7)CDC, HICPAC:Guidelines for environmental 
infection control in health-care facilities.MMWR 
2003;52:1-42.[Full text] 
8)吉田俊介：病院環境表面に用いる消毒薬．感染制

御 2004;1:35-39. 
9)尾家重治：消毒薬の取り扱い上の注意点-次亜塩素

酸ナトリウムの不活性化-．感染制御 2014;10:123-
127. 
10)吉田俊介：病院環境表面としての医療機器に用い

る消毒薬．医科器械学 2007;77:316-320． 
11)山岡学，梶浦工，滝沢真紀，他．発泡顆粒「ジクロ

シア®」の基礎的検討．医学と薬学 2003;50:183-192. 
12)日本医薬品集フォーラム監修．日本医薬品集 一
般薬 2015-16．じほう，東京，2014. 
13)小林寬伊責任編集．最新病院感染対策 Q&A．照

Y’s Letter 2015.6.9 Vol.3 No.33-2 

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/9613692
http://www.cdc.gov/hicpac/pdf/isolation/Isolation2007.pdf
http://www.cdc.gov/Mmwr/preview/mmwrhtml/rr5210a1.htm


林社，東京，2004. 
14)Knapp JE, Battisti DL：Chlorine Dioxide. In：
Block SS, ed. Disinfection, Sterilization, and 
Preservation, 5th ed. Philadelphia：Lippin-cott 
Williams & Wilkins 2001;215-227. 
15) Chatuev BM, Peterson JW：Analysis of the 
sporicidal activity of chlorine dioxide disinfectant 
against Bacillus anthracis. J Hosp Infect 
2010;74:178-183.[Full text] 
16)Javed F, Sood S, Banfield G：Decontamination 
methods for flexible nasal endoscopes. Br J Nurs 
2014;23:850-852.[PubMed] 
17)Gilling PJ, Reuther RM, Addidle M, et al.：A 
randomized single-blind comparison of the 
effectiveness of Tristel Fuse (chlorine dioxide) as 
an office-based fluid soak, with Cidex OPA (ortho-
phthaldehyde) using an automated endoscopic 
reprecessor (AER) as high-level disinfection for 
flexible cystoscopies. BJU Int 2013;112:69-73. 
[PubMed] 
18)日本二酸化塩素工業会ホームページ．at 
http://chlorinedioxide.or.jp/ 
19)Ogata N, Shibata T：Protective effect of low-
concentration chlorine dioxide gas against 
influenza A virus infection. J Gen Virol 2008;89:60-
67.[Full text] 
20)Morino H, Fukuda T, Miura T, et al.：Effect of 
low-concentration chlorine dioxide gas against 
bacteria and viruses on a glass surface in wet 
environments. Lett Appl Microbiol 2011;53:628-
634.[PubMed] 
21)World Health Organization：Concise 
International Chemical Assessment Document 37：
CHLORINE DIOXIDE(GAS).2002.[Full text] 
22)Environmental Protection Agency：Selected 
EPA-registered Disinfectants.2014. at 
http://www.epa.gov/oppad001/chemregindex.htm 
23)Lawley TD, Croucher NJ, Yu L, et al.：
Proteomic and genomic characterization of highly 
infectious Clostridium difficile 630 spores. J 
Bacteriol 2009;191:5377-5386.[Full text] 
24)日本歯科医学会監修．エビデンスに基づく一般歯

科診療における院内感染対策実践マニュアル改訂版．

永末書店，京都，2015． 
25)秋葉隆ほか：透析施設における標準的な透析操作

と感染予防に関するガイドライン(四訂版)．2015．[全
文] 

Y’s Letter 2015.6.9 Vol.3 No.33-3 

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2814968/pdf/nihms-152192.pdf
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/25119327
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/24127679
http://chlorinedioxide.or.jp/
http://vir.sgmjournals.org/content/89/1/60.full.pdf+html
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/21950421
http://www.who.int/ipcs/publications/cicad/en/cicad37.pdf
http://www.epa.gov/oppad001/chemregindex.htm
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC2725610/pdf/0597-09.pdf
http://www.touseki-ikai.or.jp/htm/07_manual/doc/20150512_infection_guideline_ver4.pdf
http://www.touseki-ikai.or.jp/htm/07_manual/doc/20150512_infection_guideline_ver4.pdf

